第33回　全国建具展示会

審査要領と採点表

全国建具組合連合会

石川大会実行委員会
第33回全国建具展示会開催要綱

１　目的

　(１)　多様化する住宅の需要に適用するため、全国より優良建具を募集、一堂に出品展示

　　　して技術の交流、開発を図る。

(2) デザイン及び新製品の開発、新分野の開拓を図る。

(3) 一般公開により建具に対する認識を高める。

(4) 関連業者及び商社との交流を深め、住宅建設産業振興を図る。

(5) 後継者に意欲を持たせ、伝統技術の保存に努める。

(6) 機械メーカーとの交流を図り、先端技術を駆使して優れた作品が短時間に出来る製

　　品開発に努める。

(7) 木とアルミは住宅産業に不可欠であり、アルミ商社との交流を図り、快適な住まい

　　の建設に寄与すろ。

２　名称

　　　第33回全国建具展示会

３　主催
　　　全国建具組合連合会・北陸信越ブロック協議会・石川県建具協同組合

　　　　　　　　　　　　（主管　石川大会実行委員会）

４　後援
　　　通商産業省・労働省・建設省・中小企業庁・工業技術院・林野庁・中央職業能力

　　　開発協会・全国技能士会連合会・中部通商産業局・建設省北陸地方建設局

　　　石川県・金沢市・小松市・加賀市・松任市・羽咋市・七尾市・輪島市・珠洲市・

　　　田鶴浜町（順不同）

５　特別協力
　　　北國新聞社

６　協賛
　　　石川県議会・金沢市議会・小松市議会・加賀市議会・松任市議会・羽咋市議会・

　　　七尾市議会・輪島市議会・珠洲市議会・石川県市長会・石川県町村会・石川県市

　　　議会議長会・石川県職業能力開発協会・石川県技能士会連合会・石川県商工会議

　　　所連合会・石川県中小企業団体中央会・石川県商工会連合会・石川県建設業協会

· 石川県建築士会・石川県建築士事務所協会・石川県森林組合連合会・石川県観

光連盟・金沢コンベンションビューロー・ＮＨＫ金沢放送局・北陸放送・石川テ

レビ・テレビ金沢・北陸朝日放送・日本建材新聞社・住宅資材新聞社・北陸工業

新聞社・石川県木材組合連合会（順不同）

　　　　第33回全国建具展示会審査委員会

(1) 審査会日時：　平成１１年６月１０日（木）午前９時～午後４時まで

(2) 審査会会場：　展示会及び審査会場　　石川県産業展示館　４号館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金沢市袋畠町南１９３番地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(TEL 076－268－1121)

(3) 審査の公正：　審査にあたっては厳正公正を旨とし、いささかも私情にとらわれては

　　　　　　　　　ならない。

(4) 委員の委嘱：　後援諸官庁及び団体に主催者が委嘱する。

(5) 審査委員の：　①所定の時刻前に出席入室する

　　　時間厳守　　②遅刻した場合は、当該審査は無効とする

(6) 委員会次第：　別記による。

(7) 入賞者の表彰：平成１１年６月１２日(土)第４４回全国建具業者大会会場(こまつドーム）

　　　　　　　　　にて行う。

[審査委員会次第]

　進行／全国建具組合連合会担当役員

1． 開会の辞　　　　　　　　　　（午前9時）

2． 全国建具組合連合会会長挨拶

3． 審査方法の説明及び承認

4． 審査　　　　　　　　　　　　（午前９時３０分）

1 第１次審査

2 昼食（特別室にて）

3 第２次審査

5． 発表　　　　　　　　　　　　（午後３時の予定）

6． 審査委員長審査終了挨拶

7． 全国建具組合連合会会長謝辞

8． 閉会の辞

[懇親会]

　　　場所

　　　　　　　金沢市東山１－３８－３０

　　　　　　　松魚亭　　　TEL　０７６－２５２－２２７１
第３３回全国建具展示会審査委員名簿

NO.１
労働省職業能力開発局技能振興課
高　崎　雅　之
殿

２
通商産業省中小企業庁指導部取引流通課
中　田　富　幸
殿

３
石川県建築士会会長代理副会長
長　村　寛　次
殿

４
石川県建築組合連合会会長
寺　田　　　博
殿

５
北國新聞社事業局長
谷　村　吉　雄
殿

６
石川県技能士会会長
鈴　木　正　幸
殿

７
石川県建築設計協同組合理事長
廣　瀬　与志雄
殿

８
全国建具組合連合会会長
相　川　敏　正


９
全国建具組合連合会
北海道地区代表
越　後　一　彦


１０
全国建具組合連合会
東北地区代表
後　村　　　功


１１
全国建具組合連合会
関東地区代表
前　田　猛　見


１２
全国建具組合連合会
北信越地区代表
田　辺　熊　一


１３
全国建具組合連合会
東海地区代表
竹　中　芳　弘


１４
全国建具組合連合会
近畿地区代表
田　中　　　稔


１５
全国建具組合連合会
中国地区代表
佐　伯　良　久


１６
全国建具組合連合会
四国地方代表
狩　野　禎　男


１７
全国建具組合連合会
九州地方代表
川　崎　健　二


１８
全国建具組合連合会
技術委員
馬場先　貞　之


１９
全国建具組合連合会
技術委員
上　谷　　　茂


２０
全国建具組合連合会
技術委員
河　村　定　夫


＜審査会担当役員＞

全国建具組合連合会
専務理事
尾　崎　亮　二


全国建具組合連合会
専務理事
青　島　清　一


全国建具組合連合会
専務理事
上　中　節　彦


全国建具組合連合会
技術委員会委員長
原　口　竹　春


全国建具組合連合会
技術委員会副委員長
横　田　栄　一


全国建具組合連合会
常務理事
川　村　宮　祥


次期大会実行委員会展示会担当代表
瀬　古　弘　行


大会実行委員会地本審査担当代表
奥　野　龍　雄

　　　　　審査委員　　　　　　　　　　２０名

　　　　　審査会担当役員　　　　　　　　６名

　　　　　地本審査担当代表　　     　　 １名

　　　　　愛知県代表　　　　　　　　　　１名

〔賞の制約〕

　　（１）最終決定時において、下記の点に留意する。

1 内閣総理大臣賞・２年連続して受賞はできない。通産３回までとする。

2 通産・建設・労働・農水の各大臣賞及び各長官賞、院長賞は同一の賞を連続２

　　　　　年までとする。

　　（２）林野庁長官賞以上の入賞作品は一人１賞とし、その他の賞を含め一人２賞までと

　　　　　する。

　　（３）全国建具組合連合会本部が作成した過去の入賞者名簿を確認して決定する。

〔技能名工作品〕

　　　　　内閣総理大臣賞を通算３回の受賞者には、技能名工として全国建具組合連合会会

　　　　　長賞を贈り表彰する。

　　　　　特典として、次回からは出展料を免除し、技能名工作品として、参考出展するこ

　　　　　とができる。（その際、過去の受賞歴を披露）

〔賞の配分〕

（1） 各大臣賞の受賞区分に基づく配分を第一とする。

（2） 出品部門別の数に比例する配分を第二とする。

〔入賞者の決定〕

　　　　　審査委員長が審査委員会にはかり決定する。

〔全建連技術委員長賞〕

　　　　　審査委員会の審査とは別枠として全国建具展示会出品作品査定委員(３名)による

　　　　　「技術委員長賞」を設ける。

〔入賞者名簿の作成・配布〕

　　　　　入賞者名簿を作成し、業者大会会場において配布する。

〔入賞者の発表〕

　　　　　当日中に審査を終了し、表彰式に支障のないように入賞者に通知する。一般はそ

　　　　　の後発表する。

〔審査講評〕

　　　　　講評は審査委員長が業者大会で行う。全建連関係審査委員は、審査講評の資料作

　　　　　成に協力する。
全国建具展示会要領

　　⑴　出品者の資格

　　　　全国建具組合連合会の構成員であること。

　　⑵　作品の分類

第1部 伝統的な技術を最高に駆使した工芸的木製建具で１セットの面積が１．５㎡　　　　以上の作品。（衝立などこれに準ずる作品を含む）

第2部 実用性、機能性及び流通性をもった作品で、組子を採り入れた場合には付子　　　　を含む組子面積が総面積の４分の１を超えないこと。

　　　　　　　（格子戸，硝子戸，門扉，障子，書院，襖等）

第3部  出入り口ドアの完成品で、塗装は自由とする。突き板、ラッピング仕上げは差し 

        支えない。

（ユニットドア、パーティション等）

第4部  １部，２部，３部に該当しない木製品、金属、新素材及び複合材で構成されたも

　　　  の。

　　　　（木製サッシ、収納家具並びに1.5㎡に満たない衝立、屏風等を含む）

　　（制約）①　各部の作品について、消費者価格なきものは審査の対象としない。

　　　　　　　　（入賞者を除く出展者には感謝状を贈呈）

　          ②　事前査定は、第一次審査開始前に査定員3名により査定し、不適格な作品

  　　　　　　　の場合は、他部への移行など必要な処置を行う。

　展示会授賞一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国建具組合連合会石川大会

賞　の　名　称
点数
審　査　基　準

内閣総理大臣賞
１
総合的に最も優れた作品

通商産業大臣賞
１
木製建具の優れた特質を生かしつつ量産化し得る市場性の高い作品

建設大臣賞
１
新しい様式を取り入れた優れた創造作品

労働大臣賞
１
伝統的木工技術を駆使した優れた作品

農林水産大臣賞
１
木材の特質を生かした優れた作品

中小企業庁長官賞
２
中小企業の市場開拓に意欲的で優れた作品

工業技術院長賞
１
工芸的技法に優れ、且つ工業標準化の普及に寄与する作品

林野庁長官賞
１
木材の使用が巧みなデザインの優れた作品

中央職業能力開発協会会長賞
１


全国技能士会連合会会長賞
１


中部通商産業局長賞
１


北陸地方建設局長賞
１


石川県知事賞
４


石川県議会議長賞
１


金沢市長賞
２


金沢市議会議長賞
１


小松市長賞
１


小松市議会議長賞
１


七尾市長賞
１


加賀市長賞
１


松任市長賞
１


羽咋市長賞
１


輪島市長賞
１


珠洲市長賞
１


田鶴浜町長賞
１


石川県職業能力開発協会会長賞
１


石川県技能士会会長賞
１


石川県商工会議所連合会会長賞
１


石川県中小企業団体中央会会長賞
１


石川県商工会連合会会長賞
１


石川県建設業協会会長賞
１


石川県建築士会会長賞
１


石川県建築事務所協会会長賞
１


石川県建築設計協同組合理事長賞
１


石川県森林組合連合会会長賞
１


NHK金沢放送局長賞
１


北國新聞社長賞
４


北陸放送社長賞
１


日本建材新聞社社長賞
１


住宅建材新聞社社長賞
１


全国建具組合連合会会長賞
４


北信越ブロック協議会会長賞
４


石川大会実行委員会委員長賞
４


特別賞（全建連技術委員長賞）
５


（順不同）

番号
賞 の 種 類
１部
２部
３部
４部
数
備　　　考

 1
内閣総理大臣賞
○



1


 2
通商産業大臣賞

○


1


 3
建設大臣賞


○

1


 4
労働大臣賞
○



1


 5
農林水産大臣賞

○


1


 6-1
中小企業庁長官賞

○


1


 6-2
中小企業庁長官賞



○
1


 7
工業技術院長賞
○



1


 8
林野庁長官賞


○

1


 9
中央職業能力開発協会会長賞



○
1


10
全国技能士会連合会会長賞

○


1


11
中部通商産業局長賞


○

1


12
北陸地方建設局長賞



○
1


13-1
石川県知事賞
○



1


13-2
石川県知事賞

○


1


13-3
石川県知事賞


○

1


13-4
石川県知事賞



○
1


14
石川県議会議長賞
○



1


15-1
金沢市長賞

○


1


15-2
金沢市長賞


○

1


16
金沢市議会議長賞



○
1


17
小松市長賞

○


1


18
小松市議会議長賞

○


1


19
七尾市長賞

○


1


20
加賀市長賞
○



1


21
松任市長賞


○

1


22
羽咋市長賞

○


1


23
輪島市長賞



○
1


24
珠洲市長賞

○


1


25
田鶴浜町長賞

○


1


26
石川県職業能力開発協会会長賞

○


1


27
石川県技能士会会長賞


○

1


番号
賞 の 種 類
１部
２部
３部
４部
数
備　　　考

28
石川県商工会議所連合会会長賞

○


1


29
石川県中小企業団体中央会会長賞


○

1


30
石川県商工会連合会会長賞

○


1


31
石川県建設業協会会長賞



○
1


32
石川県建築士会会長賞

○


１


33
石川県建築事務所協会会長賞


○

1


34
石川県建築設計協同組合理事長賞

○


１


35
石川県森林組合連合会会長賞

○


1


36
NHK金沢放送局長賞

○


1


37-1
北國新聞社長賞
○



1


37-2
北國新聞社長賞

○


1


37-3
北國新聞社長賞


○

1


37-4
北國新聞社長賞



○
1


38
北陸放送社長賞

○


1


39
日本建材新聞社社長賞

○


1


40
住宅資材新聞社社長賞

○


1


41-1
全国建具組合連合会会長賞
○



1


41-2
全国建具組合連合会会長賞

○


1


41-3
全国建具組合連合会会長賞


○

1


41-4
全国建具組合連合会会長賞



○
1


42-1
北信越ブロック協議会会長賞
○



1


42-2
北信越ブロック協議会会長賞

○


1


42-3
北信越ブロック協議会会長賞


○

1


42-4
北信越ブロック協議会会長賞



○
1


43-1
石川大会実行委員会委員長賞
○



1


43-2
石川大会実行委員会委員長賞

○


1


43-3
石川大会実行委員会委員長賞


○

1


43-4
石川大会実行委員会委員長賞



○
1


44-1
特別賞（全建連技術委員長賞）




1


44-2
特別賞（全建連技術委員長賞）




1


44-3
特別賞（全建連技術委員長賞）




1


44-4
特別賞（全建連技術委員長賞）




1


44-5
特別賞（全建連技術委員長賞）




1


　　　（３）　表彰（審査基準）

　　　　　　　

　　　　　　　１　内閣総理大臣賞

　　　　　　　　（総合的に最も優れた作品）

　　　　　　　２　通商産業大臣賞

